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：

疾患別研修で基礎力をつけ

他疾患併存患者にも対応

できるようになります｡

症例検討会で知識向上でき､

高度な医療技術や見解を

学ぶ環境が整っています｡

1年目とは違いより専門的に

学ぶ他､2年目では地域研修

もあるため､患者様が退院

してからのリハビリも学ぶこと

ができ､有意義に過ごすことが

出来ると思います｡



次世代のリーダーとなる作業療法士の養成

高度急性期医療に対応でき､地域生活を見据えた
実践ができる作業療法士の育成

多面的に考え､主体的に問題解決を
図ることができる

対象者の希望の実現のために粘り強く考え抜き､
諦めずに行動できる

院内外の多職種と連携を取りながら､
患者さんの生活に対する包括的支援を実践します｡

高度急性期病院での経験だけでなく､

在宅支援や就労支援など地域の幅広い視点を学ぶことで､

地域包括ケアシステムの中での医療機関の位置づけや役割､

地域の社会資源の活用について理解することを目的に

行います｡

1年目では基本的な作業療法実践の研修とOJTを中心に経験し､
リスク管理や臨床思考過程を習得します｡

2年目では精神科や超急性期の実践に加え､地域研修を通じて
超急性期から地域生活を見据えた視点を身に着けます｡



〒734-8551 広島市南区霞1-2-3 
広島大学病院診療支援部リハビリテーション部門

部門長 平田和彦

以下のURL問い合わせフォームよりお願いします。
https://reha.hiroshima-u.ac.jp/kensyu1.html 

2011年
広島大学病院で全国初の

レジデント研修生制度が発祥

成長し続け、
次世代のリーダーとなる

療法士の育成をめざします。


